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� 街かど探検隊 

�� こんにちは　みんなの広場 

�� ホームルームへおじゃまします ほか 
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ISHIKAWA town public announcement magazine

街 か ど か ら

　７月２６日、石川小学校科学部の子ども達が、川
に住む生き物を観察しました。（詳細５ページ） 
【写真上】水中スコープで水の中を 
【写真下】捕まえた生き物をルーペで 
 

なにがいるの？

広報広報 広報 

特集

川と共に…
特集

川と共に…
�～�面



広報いしかわ９月号 ● �

KKoo
HHoo
IIsshhiikkaawwaa

川川川川川川川川川川
はははははははははは
めめめめめめめめめめ
ぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐ
るるるるるるるるるる

川
は
め
ぐ
る

�
橋
が
流
さ
れ
る
な
ど
大
き
な
被
害
が
出
た

昭
和　

年
の
台
風

３６
川
は
流
れ
る
。
太
陽
の
光
を
キ
ラ
キ
ラ
と
映
し
出
し
、

時
に
は
ゆ
っ
く
り
と
、
時
に
は
軽
や
か
に
。

時
に
は
生
命
を
潤
し
、
時
に
は
凶
器
と
な
っ
て
襲
い
か
か
る
。

海
へ
た
ど
り
着
い
た
川
は
、
太
陽
の
光
に
熱
さ
れ
雲
と
な
り
、

地
上
に
舞
い
戻
り
、
ま
た
こ
の
川
を
流
れ
る
。

ま
た
い
つ
か
、
こ
こ
に
戻
っ
て
く
る
。

め
ぐ
り
め
ぐ
っ
て
ま
た
こ
の
地
を
旅
す
る
。

　

夏
休
み
も
終
わ
り
に
近
づ
い
た
昭

和　

年
８
月　

日
未
明
、
連
日
の
雨

３６

２７

に
加
え
盆
を
く
つ
が
え
す
よ
う
な
一

夜
の
豪
雨
。
北
須
・
今
出
川
の
う
ず

巻
く
濁
流
が
、
合
流
点
で
今
出
川
の

方
が
せ
き
止
め
ら
れ
た
か
た
ち
と
な

り
見
る
間
に
あ
ふ
れ
出
す
。
午
後　
１１

時
、
全
町
一
面
の
濁
流
に
浸
か
っ
て

警
鐘
が
鳴
り
渡
る
。「
水
だ
水
だ
」

と
人
々
が
右
往
左
往
す
る
中
で
夜
を

迎
え
た
。
便
所
も
井
戸
も
合
流
し
、

飲
む
水
も
食
う
飯
も
な
い
。
五
日
も

六
日
も
親
戚
か
ら
炊
き
出
し
を
受
け

る
有
様
だ
っ
た
。

│
昭
和　

年
館
報
よ
り
│

３７

す
べ
て
を

の
み
込
む
川

川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川
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社 川  

北
須
川

 
今 出

川  

あさひ 
公園 

特 
集

�● 広報いしかわ９月号

▲今出川上流域　すがすがしい緑の中を流れる

▲田んぼに命の水をひく［沢田地区］

▲多くの人でにぎわういこいの広場［あさひ公園］

▲今出川両沿の桜並木［町民グラウンド前］

　

４
月
、
北
須
・
今
出
川
の
ほ
と
り
に
見
事
な
桜
花

を
咲
か
せ
る
。
命
を
吹
き
込
む
水
。
５
月
に
は
、
川

か
ら
水
が
ひ
か
れ
、
苗
代
一
面
を
覆
う
。
そ
こ
に
は

日
本
人
の
命
の
源
、
稲
の
苗
が
植
え
ら
れ
る
。

　

日
常
生
活
の
中
で
も
、
食
事
、
洗
濯
、
風
呂
。
蛇

口
を
ひ
ね
れ
ば
い
つ
で
も
、
安
全
で
潤
沢
な
水
が
飛

び
出
し
、
川
面
に
目
を
や
れ
ば
、
た
く
さ
ん
の
鯉
が

悠
々
と
泳
ぐ
。
川
は
生
活
に
密
着
し
た
恵
と
命
そ
し

て
心
の
和
み
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

命
を
育
む
川

▲遊歩道が整備された母畑湖畔

▲日だまりに泳ぐ鯉［牛乳橋下］
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社 川  

今 出 川  

ダム 

北
須
川

 

１．８ｍｇ／�  

４，９００ＭＰＮ／１００� 

東橋（母畑） 

ＢＤＯ 

大腸菌 

２．０ｍｇ／�  

２３，０００ＭＰＮ／１００� 

旧営林署前（高田） 

ＢＤＯ 

大腸菌 

１．７ｍｇ／�  

２２，０００ＭＰＮ／１００� 

合流前（新町） 

ＢＤＯ 

大腸菌 

２．３ｍｇ／�  

２９，０００ＭＰＮ／１００� 

猫啼橋（猫啼） 

ＢＤＯ 

大腸菌 

０．９ｍｇ／�  

６，０００ＭＰＮ／１００� 

石川中学校前（双里） 

ＢＤＯ 

大腸菌 

町
を
流
れ
る
川
は
汚
れ
て
い
る
の
？

　

川
を
汚
す
原
因
は「
田
畑
の
農
薬
だ
」

「
家
畜
の
糞
尿
だ
」「
工
場
の
排
水
だ
」な

ど
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。し
か
し
川
や
海

の
汚
れ
の
原
因
は
、日
本
全
体
で
は　

％
、

７０

農
村
地
帯
の
多
い
福
島
県
で
も　

％
以
上

５０

が
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
、汚
れ
た
水
だ
そ

う
で
す
。

　

町
で
は
、年
４
回
町
の
中
心
を
流
れ
る
、

北
須
・
今
出
川
の
上
流
・
下
流
部
分
で
水
の

汚
れ
を
検
査
し
て
い
ま
す
。こ
の
結
果
を

見
る
と
上
流
か
ら
下
流
に
か
け
て
汚
れ
が

上
昇
傾
向
に
あ
り
、昨
年
度
と
比
べ
て
も

上
昇
幅
が
大
き
く
、生
活
排
水
等
の
影
響

に
よ
る
も
の
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

平成１７年度 今出川 
BOD平均値（mg／�） 

２．５ 

２．０ 

１．５ 

１．０ 

０．５ 

０．０ 
今出川中学校前 今出川合流前 今出川猫啼橋 

平成１７年度 北須川 
BOD平均値（mg／�） 

２．５ 

２．０ 

１．５ 

１．０ 

０．５ 

０．０ 
北須川東橋 北須川旧営林署前 今出川猫啼橋 

����

�ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）
　　水中の有機物が微生物の働きによって分解さ
れるときに消費される酸素の量のことで、河川
の有機汚濁を測る代表的な指標。一般的にこの
指標が高いと河川が汚いとされている。

�大腸菌
　　腸内細菌の一種。ビタミン合成などの機能が
あるが、病原になることもある。糞便(ふんべ
ん)中に必ず見られるので、水などの汚染検査
の指標とされる。
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�● 広報いしかわ９月号

▲石川小学校・科学部のみなさん

▲「水中スコープ」なにが見えるかな？

�
石
の
裏
に
な
に
か
い
る
よ
！

　

き
れ
い
な
水
に
す
む
「
ヤ
マ
ト
ト
ビ
ゲ

ラ
」
少
し
汚
い
水
に
す
む
「
ヤ
ゴ
」
や

「
ヒ
ル
」
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
生
物
を
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
カ

ジ
カ
や
ド
ジ
ョ
ウ
な
ど
の
魚
類
も
豊
富
で

す
。
私
た
ち
が
川
を
汚
さ
な
い
よ
う
に
気

を
つ
け
る
こ
と
で
、
こ
の
生
き
物
た
ち
が

住
ん
で
い
け
る
と
感
じ
ま
し
た
。
い
つ
ま

で
も
子
ど
も
達
が
川
で
遊
べ
る
環
境
が
維

持
で
き
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

ど
ん
な
生
物
が

い
た
の
か
な
？

�
何
か
捕
れ
た
の
か
な
？

　

７
月　

日
、
石
川
小
学
校
科
学
部
の
児

２６

童　

人
が
双
里
の
今
出
川
・
飛
鳥
川
合
流

１８
周
辺
で
水
の
中
で
生
活
す
る
生
物
を
採
取

し
、
水
の
汚
れ
具
合
を
調
べ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
の
う
ち
は
「
お
っ
か
な
び
っ
く

り
」
で
川
を
の
ぞ
き
込
む
子
ど
も
達
も
、

次
第
に
な
れ
て
、
最
後
は
全
身
ビ
ッ
シ
ョ

リ
に
な
っ
て
夏
の
一
日
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。 水

生
生
物
に
よ
る

水
質
調
査
を
実
施

わ
た
し
た
ち
の
身
近
な
川
を
調
べ
て
み
よ
う
！
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家族みんなで実行しよう！
食べ残しのないように調理
量を考えましょう

お米のとぎ汁 
植木などにまきましょう。 

調理クズ・生ゴミ 
庭に埋めたり、堆肥にしましょう。 

工夫
その 1

調理クズなどは台所から
直接流さないで

工夫
その2

お酒、ジュースなど 
飲み残さないようにしま 
しょう。 

回収した調理クズの処理は… 
●よく水気を切り燃えるごみとして出す。 
●庭や畑に埋める。 
　　（肥料として最高です） 
 

調味料・汁物 
必要以上に使わないようにしま 
しょう。残ったときは新聞紙な 
どに吸わせましょう。 
 

目の細かいアミなどをかぶせた三角コーナー 
で調理クズなどを取り除く 

工夫
その3

食器などについた調味料や油は
ふき取ってから流しましょう

工夫
その4

使い古しの食用油は
流さないで

工夫
その5

洗濯粉せっけんは正しく
図って使いましょう

●ナベや食器に残った油分などは、ゴ
ムへらや紙などでふき取ってから洗
うようにしましょう。 

●天ぷらやフライなどは、紙などを敷
いたさらに盛り付けるなどの工夫を
しましょう。 

●揚げ物に用いた油は、炒め物などに
用いて、なるべく使い切るようにし
ましょう。 

●使えなくなった油は古新聞などにし
みこませたり、固形剤で固めるなど
して、ごみとして出しましょう。 

●目分量は使いすぎの素です。 

●水温が高いと洗浄力が増加します。
風呂の残り湯を使うと節水にもつな
がります。 

浄化に必要な水量（単位：�） 

天ぷら油５０� 

ビール１８０� 

牛乳２００� 

マヨネーズ１０� 

みそ汁２００� 

米のとぎ汁２� 

日本酒２０� 

しょうゆ１５� 

０ ５，０００ １０，０００ １５，０００ 

９，０００ 

３，１３０ 

３，０００ 

２，４００ 

１，４１０ 

１，０００ 

９２０ 

４５０ 

　

町
に
は
多
く
の
川
が
流
れ
ま
す
。
か
つ
て
は
そ
の
一
つ
一
つ
が
人
々
に

敬
わ
れ
「
母
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
川
は
生
き
て
い
て
、
み
ん
な
か

ら
大
切
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
生
活
の
糧
を
も
た
ら
し
、
毎
日
の
炊
事
や

洗
濯
の
場
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
生
命
の
大
切
さ
と
遊
び
を
学
ぶ
格

好
の
場
所
で
し
た
。

　

し
か
し
、
川
は
次
第
に
汚
物
を
流
し
目
の
前
か
ら
消
し
去
る
排
水
の
役

目
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
人
間
は
、
上
流
で
水
を
取
水
し
下
流
へ
は
汚
物

を
流
す
生
活
を
し
て
い
る
の
で
す
。　

世
紀
は
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
考

２１

え
か
つ
て
の
美
し
い
川
を
取
り
戻
す
時
代
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

※さかなが住める川…ここでは、汚れの原因をＢＯＤ５ｍｇ／�
にするために必要な水の量

さかなが住める川へ

川
を
守
る
た
め
に

　
　

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と



特 
集

�● 広報いしかわ９月号

▲点検は法律で定められています

単独処理 
浄化槽 

合併処理 
浄化槽 

合併処理浄化槽 

単独処理浄化槽 
汚れの量 
4.3g

5g＋30g= 

35g 
の汚れ 

台所・洗濯・風呂などの 
汚れはそのまま 

汚れの量 
13g

処理されて 
5g

生活雑排水 
の汚れの量 
30g

生活雑排水 
の汚れの量 
30g

トイレから 
の汚れの量 
13g

　

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
し
た
場
合
は
、

家
庭
か
ら
川
な
ど
に
放
流
さ
れ
る
汚
れ
の

量
が
単
独
浄
化
槽
に
比
べ
８
分
の
１
に
な

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
単
独
浄
化
槽
で

は
、
ト
イ
レ
か
ら
の
汚
れ
を
処
理
す
る
だ

け
で
し
た
が
、
合
併
処
理
浄
化
槽
は
お
風

呂
、
洗
濯
、
流
し
場
な
ど
の
生
活
排
水
の

浄
化
も
行
い
ま
す
。
町
で
は
合
併
処
理
浄

化
槽
の
設
置
に
費
用
の
一
部
を
補
助
し
な

が
ら
環
境
保
全
に
取
り
く
ん
で
い
ま
す
。

　

浄
化
槽
を
設
置
し
た
か
ら
安
心
！
そ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
浄
化
槽
は
微
生

物
の
働
き
に
よ
り
汚
水
を
処
理
し
て
い

ま
す
が
、
微
生
物
の
働
き
が
悪
く
な
る

と
、
処
理
能
力
が
低
下
し
、
悪
臭
が
し

た
り
、
汚
物
が
そ
の
ま
ま
側
溝
に
流
れ

た
り
す
る
な
ど
、
問
題
が
生
じ
て
し
ま

い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
浄
化
槽
の
所
有
者
（
浄

化
槽
管
理
者
）
に
は
、
浄
化
槽
法
で
、

「
保
守
点
検
」「
清
掃
」
と
い
っ
た
義

務
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

浄
化
槽
の
機
能
を
正
常
に
維
持
す
る

た
め
、
本
体
や
付
属
部
品
の
点
検
と
調

整
、
消
毒
剤
の
補
充
な
ど
を
定
期
的
に

行
う
も
の
で
す
。
保
守
点
検
は
、
専
門

的
な
知
識
や
技
術
が
必
要
な
た
め
、
福

島
県
の
登
録
を
受
け
た
保
守
点
検
業
者

に
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

　

保
守
点
検
回
数
は
浄
化
槽
の
種
類
や

規
模
な
ど
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　

※
「
保
守
点
検
記
録
票
」
は
３
年
間

大
切
に
保
存
し
て
く
だ
さ
い
。　

　

浄
化
槽
は
、
使
用
し
て
い
る
う
ち
に

槽
内
に
汚
泥
な
ど
が
蓄
積
さ
れ
、
放
置

す
る
と
浄
化
槽
の
機
能
の
低
下
や
汚
物

の
流
出
、
悪
臭
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
定
期
的
に
バ
キ
ュ
ー
ム
車

で
汚
泥
な
ど
の
抜
き
取
り
を
行
う
も
の

で
す
。

　

清
掃
は
、
石
川
町
の
許
可
を
受
け
た

浄
化
槽
清
掃
業
者
に
委
託
し
て
く
だ
さ

い
。

　

※
「
清
掃
記
録
票
」
は
３
年
間
大
切

に
保
存
し
て
く
だ
さ
い
。

不
正
な
使
用
は

　

川
を
汚
し
ま
す
！

保
守
点
検

清
掃
（
年
に
１
回
以
上
）

合併処理浄化槽と単独処理浄化槽

�お問合先�　町民生活課　環境対策係　　電話  ２６－９１２２

浄
化
槽
は
正
し
く
使
用
し
ま
し
ょ
う
！

合
併
処
理
浄
化
槽
の
す
す
め



▲先生が声優になって作品を紹介 

▲みんな何を描いたのかな？ 

　
７
月
１４
日
、
母
畑
小
学
校
で
母
衣
旗
子
ど
も
見
守

り
隊
（
西
牧
利
久
会
長
）
出
発
式
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

　
こ
の
隊
は
、
声
か
け
や
連
れ
去
り
な
ど
、
子
ど
も

達
を
犯
罪
や
事
故
か
ら
守
る
た
め
、
母
畑
地
区
の
各

種
団
体
が
立
ち
上
が
り
発
足
し
た
も
の
で
す
。
通
学

時
の
安
全
確
保
の
た
め
、
不
審
者
の
見
回
り
、
通
報
、

地
域
へ
の
啓
蒙
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

　
こ
の
日
は
、
芳
賀
寿
憲
隊
長
が
活
動
宣
言
を
行
い
、

母
畑
小
６
年
添
田
瞳
さ
ん
が
「
安
心
し
て
勉
強
に
運

動
に
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。 子

ど
も
達
の 

安
全
を
守
り
ま
す 

街街か
ど

探検隊探検隊探検隊

　
７
月
１４
日
、沢
田
小
学
校
で
石
川
町
出
身
の
漫
画
家

　
深
谷
か
ほ
る
さ
ん
を
講
師
に
芸
術
体
験
教
室
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

　
深
谷
さ
ん
は
石
川
小
学
校
、石
川
中
学
校
を
卒
業
、

東
京
で
ふ
る
さ
と
石
川
町
を
舞
台
に
し
た
漫
画「
エ
デ

ン
の
東
北
」な
ど
を
発
表
。現
在
も
少
女
雑
誌
な
ど
へ

連
載
し
活
躍
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
日
は
、夏
休
み
前
と
あ
っ
て
、深
谷
さ
ん
の
夏
休

み
の
思
い
出
を
題
材
に
し
た
作
品
を
使
用
し
、子
ど
も

達
が
ス
ト
ー
リ
ー
を
考
え
た
り
、実
際
に
マ
ン
ガ
を
描

く
な
ど
心
に
の
こ
る
楽
し
い
時
間
を
す
ご
し
ま
し
た
。 

深
谷
か
ほ
る
さ
ん
を
招
き 

芸
術
体
験
教
室 
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▲ＭＡＬＴＡと学法石川高校吹奏楽部の競演 
�
会
場
に
は
の
べ
１
５
０
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
 

�
十
文
字
恵
美
さ
ん
と
石
川
小
・
 

　
石
川
中
合
唱
部
の
競
演
 

　
７
月
２５
日
、
役
場
第
一
会
議
室
で
少
年
世
界
空
手

道
選
手
権
大
会
・
小
学
生
・
中
学
生
全
国
空
手
道
選

手
権
大
会
・
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
（
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
）
へ
の
出
場
選
手
激
励
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
町
か
ら
選
手
へ
激
励
金
と
激
励
の
言
葉
が
贈
ら

れ
る
と
、
選
手
を
代
表
し
て
学
法
石
川
高
等
学
校
の

塩
田
信
浩
さ
ん
が
「
石
川
の
名
を
背
負
い
が
ん
ば
っ

て
き
ま
す
」
と
決
意
表
明
を
行
い
ま
し
た
。 

世
界
空
手
道
選
手
権
▼
石
陽
館
２
人
・
全
国
空
手
道

選
手
権
▼
石
陽
館
８
人
・
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
▼
学
法
石

川
高
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
９
人
・
自
転
車
２
人
・
光
南

高
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
５
人
・
県
立
石
川
高
校
ウ
ェ
イ

ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
１
人 

が
ん
ば
れ 

世
界
大
会
・
全
国
大
会 

　
７
月
１６
日
、石
川
町
・
浅
川
町
周
回
コ
ー
ス
で
第
５

回
全
日
本
実
業
団
サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
IN
石
川

が
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
高
校
生
か
ら
実
業
団
の
ト
ッ
プ
レ
ー
サ
ー
ま
で
４
７

２
人
の
選
手
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
こ
の
大
会
も
今
回
で

５
回
を
数
え
、地
元
の
み
な
さ
ん
の
協
力
、声
援
も
よ

り
一
層
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
日
は
、時
折
小
雨
の
降
る
中
、沿
道
に
は
大
勢

の
観
客
が
訪
れ
、選
手
に
大
き
な
声
援
を
お
く
っ
て
い

ま
し
た
。ま
た
、会
場
で
は
地
元
の
人
た
ち
が
選
手
た

ち
に
、漬
け
物
や
あ
ん
こ
餅
な
ど
心
の
こ
も
っ
た
手
作

り
の
料
理
を
振
る
舞
い
、親
睦
を
は
か
り
ま
し
た
。 

熱
い
戦
い 

実
業
団
サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
レ
ー
ス 

　
７
月
２９
日
、
「
ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク
石
川
」
石
の
ス

テ
ー
ジ
を
舞
台
に
ス
イ
ン
グ
ナ
イ
ト
in
い
し
か
わ
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
（
社
）
い
わ
き
石
川
青
年
会
議
所

が
２５
周
年
を
記
念
し
て
企
画
・
主
催
し
た
音
楽
の
祭
典

で
、
サ
ッ
ク
ス
奏
者
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ａ
を
メ
イ
ン
に
一
流
の

ア
ー
チ
ス
ト
が
出
演
、
ま
た
地
元
の
石
川
小
・
石
川
中

合
唱
部
が
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
十
文
字
恵
美
さ
ん
と
、
学
法

石
川
高
校
吹
奏
楽
部
が
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ａ
さ
ん
と
競
演
す
る

な
ど
楽
し
い
趣
向
で
来
場
者
を
沸
か
せ
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
、
梅
雨
の
晴
れ
間
が
広
が
り
石
の
ス
テ
ー

ジ
は
、
音
楽
と
来
場
者
、
太
陽
の
光
で
熱
気
に
包
ま
れ

て
い
ま
し
た
。 

石
の
ス
テ
ー
ジ
で
一
流
の
音
楽
を 

　
　
　
　
ス
イ
ン
グ
ナ
イ
ト
in
い
し
か
わ 

街
探検隊探検隊

取
材
し
ま
す
！ 

身
近
に
行
わ
れ
て
い
る
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
明
る
い
話
題
な
ど
を
 

役
場
総
務
課
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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職業職業��谷電気工業谷電気工業��で携帯電話などの基盤を作っていまで携帯電話などの基盤を作っていま
す。す。

���今、情熱を傾けて取り組んでいることは何ですか今、情熱を傾けて取り組んでいることは何ですか

���スケートボードです。会社帰りや、休みなどを利用スケートボードです。会社帰りや、休みなどを利用

して、さまざまな技ができるよう取り組んでいます。して、さまざまな技ができるよう取り組んでいます。

���将来やってみたいことや夢を聞かせてください将来やってみたいことや夢を聞かせてください

���子どもを持ち、休みの日には子どもにバスケットボ子どもを持ち、休みの日には子どもにバスケットボ

ールを教えたり、楽しくやりたいと思っています。ールを教えたり、楽しくやりたいと思っています。

���町政に望むことはなんですか町政に望むことはなんですか

���小さな子どもから、お年寄りまで地域のみんなが協小さな子どもから、お年寄りまで地域のみんなが協

力しあい仲良く幸せに暮らせる町になってほしいで力しあい仲良く幸せに暮らせる町になってほしいで
す。す。

���最後に理想のタイプは最後に理想のタイプは

���やさしくて、自分の性格をよく理解してくれる女性やさしくて、自分の性格をよく理解してくれる女性

です。です。
��橋本さんの紹介で橋本さんの紹介で滝川由美子さん滝川由美子さんです。です。

橋本　武史さん（２１歳）●双里字双里

お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

子
ど
も
は
５
人
授
か
り
、
孫
が　

人
、
ひ

１３

孫
が
１
人
に
な
り
ま
し
た
。

結
婚
さ
れ
て　

年
、
思
い
出
を
聞
か
せ
て

５０

く
だ
さ
い

私
た
ち
は
昭
和　

年　

月
に
結
婚
、
父
の

３０

１２

代
か
ら
続
く
石
材
店
を
継
ぎ
生
計
を
た
て

ま
し
た
。
当
時
は
朝
、
石
を
彫
る
道
具
の
鍛
冶
を

す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
運
搬
、
削
り
、
彫
ま
で
す

べ
て
手
作
業
で
し
た
。
現
在
は
す
べ
て
が
機
械
化

さ
れ
、
技
術
の
進
歩
に
驚
い
て
い
ま
す
。
こ
の
仕

事
は
定
年
が
な
い
の
で
、
夫
婦
で
元
気
に
楽
し
み

な
が
ら
続
け
て
生
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

岩
太
郎
さ
ん　

石
の
細
工
で
す
。
ふ
く
ろ

う
や
カ
エ
ル
、
燈
籠
な
ど
を
昔
な
が
ら
の

手
彫
り
で
作
っ
て
い
ま
す
。

ミ
ネ
子
さ
ん　

カ
ラ
オ
ケ
で
す
。

石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を
教
え
て

く
だ
さ
い

石
尊
山
に
輝
く
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

生
活
の
基
盤
で
あ
る
上
水
道
の
整
備
を
お

願
い
し
ま
す
。

������������������������������������

������������������������������������������������������

氏名：須藤岩太郎さん（７４歳）
　　　　　ミネ子さん（６９歳）
住所：山形字兎田

仕事を楽しみながら続けたい

●
町
民
と
と
も
に
歩
む
町　

い
し
か
わ



����●● 広広報報いいししかかわわ９９月月号号

●「ハッピースマイル」と「集暖」では参加してくれるお子さん（３歳以下）、グループを募集していま
す。お気軽にお問い合わせください。石川町役場総務課 広報広聴係　２６－２１１２ 

●ハッピースマイルは電子メールでも受付しています。必要事項を記入し写真画像を添えお送りく
ださい。 Koho_k@town.ishikawa.fukushima.jp

�サークル紹介コーナー�第１８回

私
た
ち
は
、
南
山
形
前
組
の
高
齢
者
が

　

私
た
ち
は
、
南
山
形
前
組
の
高
齢
者
が

集
ま
り
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
楽
し
い
時
間

集
ま
り
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
楽
し
い
時
間

を
す
ご
す
会
で
す
。

を
す
ご
す
会
で
す
。

近
く
の
集
会
場
に
集
ま
り
、
楽
し
い
お

　

近
く
の
集
会
場
に
集
ま
り
、
楽
し
い
お

し
ゃ
べ
り
や
介
護
予
防
の
体
操
、
お
手
玉

し
ゃ
べ
り
や
介
護
予
防
の
体
操
、
お
手
玉

や
わ
ら
じ
作
り
に
も
挑
戦
し
て
い
き
た
い

や
わ
ら
じ
作
り
に
も
挑
戦
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
７
月

日
に
結
成
さ
れ
た

と
思
い
ま
す
。
７
月　

日
に
結
成
さ
れ
た

１８１８

会
で
す
が
、
み
ん
な
で
相
談
し
な
が
ら
楽

会
で
す
が
、
み
ん
な
で
相
談
し
な
が
ら
楽

し
い
行
事
や
仲
間
作
り
を
行
っ
て
い
き
た

し
い
行
事
や
仲
間
作
り
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
地
域
の
憩
い
の
場

み
な
さ
ん
も
地
域
の
憩
い
の
場

「
サ
ロ
ン
」
を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

「
サ
ロ
ン
」
を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
齢

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
齢

者
の
皆
さ
ん
が
身
近
で
楽
し
い
時
間
を
す

者
の
皆
さ
ん
が
身
近
で
楽
し
い
時
間
を
す

ご
せ
る
「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ

ご
せ
る
「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ

ン
」
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

ン
」
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

■
お
問
合
せ
先

■
お
問
合
せ
先

石
川
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

石
川
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

電
話
２
６
―
４
６
０
６

電
話
２
６
―
４
６
０
６

▲お茶を飲みながら

▲介護予防運動

�
�
�
�
�

「甘えん坊の秀之慎。誕生日までには、おむ「甘えん坊の秀之慎。誕生日までには、おむ
つ外そうね。陸之慎と仲良く遊んでね！」つ外そうね。陸之慎と仲良く遊んでね！」 

秀樹パパ、竜代ママより（曲木字新屋敷）秀樹パパ、竜代ママより（曲木字新屋敷）

佐藤秀之慎佐藤秀之慎ちゃんちゃん

平成１５年平成１５年１０１０月月１０１０日日
生まれ生まれ

「いつもかわいい笑顔を見せてくれる陸之慎。「いつもかわいい笑顔を見せてくれる陸之慎。
これからもその笑顔でパパとママをいやしこれからもその笑顔でパパとママをいやし
てね！」てね！」 秀樹パパ、竜代ママより（曲木字新屋敷）秀樹パパ、竜代ママより（曲木字新屋敷）

佐藤陸之佐藤 陸  之 慎慎ちゃん   ちゃん
りく の しん

平成１６年平成１６年１２１２月月３３日日
生まれ生まれ



～なか～なかよしクラスとなるほど授業授業の紹介紹介コーナー～ ～なかよしクラスとなるほど授業の紹介コーナー～ 

沢田中学校　3年生 

広広報報いいししかかわわ９９月月号号 ●● ����

　

石
川
町
教
育
委
員
会
主
催
の
古
代
ロ

マ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
が
７
月　

日
と
８
月

３１

１
日
の
２
日
間
に
わ
た
っ
て
町
内
の
小

学
４
年
生
か
ら
中
学
２
年
生
ま
で
の　
１５

名
が
参
加
し
、中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

初
日
は「
大
昔
を
知
ろ
う
。」を
テ
ー
マ

に
し
た
講
義
が
行
わ
れ
、土
器
や
大
昔
の

人
々
の
生
活
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま

し
た
。午
後
は
勾
玉
づ
く
り
に
挑
戦
し
、

子
ど
も
達
は
先
生
に
指
導
を
受
け
な
が

ら
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
夢
中
に
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。皆
上
手
に
綺
麗

な
勾
玉
が
で
き
、満
足
し
て
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
大
壇
古
墳
群
や
鳥
内
遺
跡
、

小
和
清
水
な
ど
町
内
の
文
化
財
を
巡
り
、

子
ど
も
達
は
身
近
な
と
こ
ろ
に
大
昔
の

生
活
跡
が
あ
る
こ
と
に
驚
い
て
い
ま
し

た
。午
後
は
火
お
こ
し
に
挑
戦
し
ま
し
た

が
、皆
な
か
な
か
火
が
お
き
ず
苦
労
し
て

い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
は
２
日
間
に
わ
た
っ
て

様
々
な
こ
と
を
体
験
し
、夏
休
み
の
楽
し

い
思
い
出
を
つ
く
る
こ
と
が
出
来
た
よ

う
で
す
。

　家庭科の時間に保育体験をしました。当日は沢田児童
館へ出向き、子ども達と一緒に、館庭を走り回ったり縄
とび、サッカー、フォークダンスなどをして遊びました。
また、廃材を利用した手作りのけん玉、万華鏡、ビュン
ビュンこまをプレゼント。
遊び方を教えてあげました。

授業の成果は？

　小さい子どもは、遊ぶときも走
るときも一生けんめい。子どもの
頃の気持ちを思い出しながら、一
緒の時間をすごしました。子ども
達に遊びを教えたり、安全を確保
するなど貴重な体験をすることが
できました。

子
ど
も
の
気
持
で
！こんな授業をやりました�

▲外で一緒に遊びました

�手づくりのおもちゃをプレゼント

Qどんなクラスですか
A最高学年の自覚と責任を胸に、１８人の生徒
が自分たちの進路に向かって、毎日がん
ばっています。
Q良いところは
A素直で明るく、元気でまとまりもあります。
Q目標は
A普段の生活の身近な事柄を１８条の目標にま
とめ、一日一日を大切に過ごすことです。

�
勾
玉
を
作
り
、
み
ん
な
真
剣
で
す

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
小
和
清
水
で
美
味
し
い
水
を
一
杯



介
護
支
援
コ
ー
ナ
ー 
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高
齢
者
に
対
し
家
族
な
ど
養
護
者
ま
た
は
介

護
施
設
従
事
者
な
ど
の
よ
る
虐
待
が
全
国
的
に

多
発
し
て
い
ま
す
。

　

虐
待
の
難
し
い
と
こ
ろ
は
、
養
護
者
（
介
護

者
）
が
介
護
に
よ
り
心
身
共
に
疲
労
し
、
追
い

詰
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
こ
と
で

す
。
虐
待
を
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
て
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
自
分
で
は
歯
止
め
が
き
か

な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
者
の
虐
待
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
介
護
の

負
担
を
軽
減
す
る
策
と
す
る
こ
と
、
ま
た
問
題

が
生
じ
て
い
る
と
き
は
第
三
者
が
介
入
す
る
な

ど
し
て
、
虐
待
の
悪
循
環
を
止
め
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

こ
ん
な
こ
と
が
虐
待
に

■
身
体
的
虐
待

・
た
た
く
、
つ
ね
る
、
殴
る
、
蹴
る
、
や
け
ど

を
負
わ
せ
る
な
ど

・
ベ
ッ
ド
に
し
ば
り
つ
け
た
り
、
意
図
的
に
ク

ス
リ
を
過
剰
に
与
え
る
な
ど

■
介
護
・
世
話
の
放
棄
・
放
任

・
空
腹
、
脱
水
、
栄
養
失
調
の
状
態
の
ま
ま
に

す
る
な
ど

・
お
む
つ
な
ど
を
放
置
す
る
、
劣
悪
な
状
態
や

住
環
境
の
中
に
放
置
す
る
な
ど

■
心
理
的
虐
待

・
排
せ
つ
な
ど
の
失
敗
に
対
し
て
高
齢
者
に
恥

を
か
か
せ
る
な
ど

・
子
ど
も
扱
い
す
る
、
怒
鳴
る
、
の
の
し
る
、

悪
口
を
言
う
、
無
視
す
る
な
ど

■
性
的
虐
待

・
懲
罰
的
に
下
半
身
を
裸
に
し
て
放
置
す
る
な

ど
・
キ
ス
、
性
器
へ
の
接
触
、
セ
ッ
ク
ス
を
強
要

す
る
な
ど

■
経
済
的
虐
待

・
本
人
の
お
金
を
必
要
な
額
を
渡
さ
な
い
、
使

わ
せ
な
い
な
ど

・
本
人
の
不
動
産
、
年
金
、
預
貯
金
な
ど
を
本

人
の
意
思
・
利
益
に
反
し
て
使
用
す
る
な
ど

高
齢
者
へ
の
虐
待
を
防
ぐ
た
め
に

　現在使用されている国民健康保険被保険者証の有効期限は、平成１８年９月３０日までとなっています。１０月１
日からは新しい被保険者証となります。
　現在の被保険者証を持参のうえ、必ず交換してください。被保険者証を紛失された方は「印鑑」を持参してく
ださい。

国民健康保険被保険者証の交換日程

   
   
   
   
   
   
   

上記日程に交換できない場合は、当該日程以後に役場国保係窓口で交換してください。
★◯学 被保険者証の交付を受けている方も交換してください。
★◯遠 被保険者証の交付を受けている方は返還してください。
　なお、引き続き被保険者証が必要な方は、役場国保係窓口で手続きをしてください。
★◯学  ◯遠 被保険者証の交付を受けている方で、学生の方は在学証明書を添付してください。
　（平成1８年４月１日以降提出された方はその必要ありません）

時　　間場　　所対象地区月　　日

午前９時～正午中央公民館石　川
９月２７日（水）

午後１時３０分～午後４時山橋地区公民館山　橋

午前９時～正午沢田地区公民館沢　田
９月２８日（木）

午後１時３０分～午後４時野木沢地区公民館野木沢

午前９時～正午母畑地区公民館母　畑
９月２９日（金）

午後１時３０分～午後４時中谷地区公民館中　谷
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⑩

禿
山
稲
荷
神
社

　

塩
沢
の
東
方
に
あ
り　

山
の
中
腹
よ

り
頂
上
に
至
る
ま
で
一
面
の
白
砂
よ
り

成
り
て
あ
た
か
も
白
雲
白
雪
の
山
を
築

け
る
が
ご
と
し
。
ゆ
え
に
そ
の
名
あ
り

と
い
う
（
福
島
県
石
川
郡
誌
よ
り
）

　

禿
山
稲
荷
神
社
は
前
文
の
禿
山
山
頂

に
、
地
元
住
民
の
力
で
万
民
の
守
護
神

と
し
て
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
鳥
居
を
く

ぐ
り
整
備
さ
れ
た
階
段
を
上
る
と
、
一

対
の
立
派
な
狐
の
石
造
、
真
紅
の

祠
が
ひ
っ
そ
り
と
た
た
ず
み
ま
す
。

周
辺
に
は
美
し
く
神
秘
の
地
「
禿

山
」
の
面
影
を
今
な
お
残
し
て
い

ま
す
。

▲入口です
　案内板をよんでください

�
人
々
の
思
い
を
ふ
み
し
め
階
段
を
登
り
ま
す

▲真紅の祠が迎えてくれます

塩
沢

第18回 

骨密度を測ってみませんか
　骨粗鬆症とはカルシウム不足などにより、骨がも
ろくなっている状態です。骨量は２０代から３０代がピ
ークで、加齢とともにだんだんと減少していきます。
特に、女性で、閉経をむかえると急激に骨量が減少
します。
骨は約３年で生まれ変わるので、骨粗鬆症といわれ
ている方でも、普段の生活習慣（食事、運動、日光
浴等）で、改善されます。まずは、今現在の自分の
骨密度を知りましょう。
　下記の日程で、骨密度測定を行います。子宮頸が
ん検診と同時開催となります。子宮頸がん検診を受
けない方でも測ることが出来ますので、お誘いあわ
せの上、参加ください。

問い合わせ先　石川町保健センター　�２６－８４１６

母畑 関根美智子さん 

食改さんの 食改さんの 
 
 
 
 
 
 
 

●作り方 
１）すべての材料を切り、強火
のフライパンで玉ねぎとニ
ンニクを炒める。 

２）飯を加えほぐしながら炒め、
インゲン、枝豆、ソーセージ、桜えびを加えて炒め、塩・
コショウで味を付ける。 

３）ゆで卵を入れてざっくり混ぜ、器に盛り付けミニトマト
などを添える。 

●関根さんの 
○季節の野菜を何種類か入れると、おいしい味が出ます。彩
りも考えて、赤と緑は忘れずに入れています。ゆで卵の黄
色もきれいです。 

○孫と一緒に作って食べるのも楽しいです。 
●栄養士からひとこと 
　冷たいご飯で作るので、
ぱらっとおいしいチャーハ
ンです。たくさんの具で風
味が増し、食欲増進ですね。
さらに、色んな栄養が一度
に取れる優れものです。 

 カラフルチャーハン

材
料
（
５
人
分
） 

冷たいご飯・・・・・・・・・・・茶碗５杯分 
ニンニク（みじん切り）・・・・・２かけ 
玉ねぎ（粗みじん切り）・・・・・ １/２個 
ゆでいんげん（小口切り）・・・・１０本 
ソーセージ（小さく切る）・・・ １/２本 
枝豆（さやを取る）・・・・・ １/２カップ 
桜エビ・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ３ 
ゆで卵（小さく切る）・・・・・・・・・２個 
塩コショウ・・・・・・・・・・・・・・・・お好み 
油・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ２ 

実施時間場　　所月　日

午前 ９：３０～１１：００山橋地区公民館９月２８日（木）

午前 ９：３０～１１：００
午後 １：３０～３：００

老人福祉センター
野木沢地区公民館９月２９日（金）

午前 ９：３０～１１：００
午後 １：３０～３：００

母畑地区公民館
沢田地区公民館１０月２日（月）

午前 ９：３０～１１：００
午後 １：３０～３：００

石川町体育館
農村婦人の家１０月３日（火）

▲禿山の面影を残す白砂
　昔遊んだ思い出がよみがえります
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（平成１８年７月１日～７月３１日まで届出分　敬称略）

住 所保 護 者氏 名

芳賀　 美  海  （賢　明・芳　恵） 屋敷入
み う

野内　　 蓮  （裕　美・智恵美） 大字新屋敷
れん

草野　 菜  月  （正　光・直　美） 曲　木
な つき

矢吹　 優  心  （英　寿・恵　美） 谷　沢
ゆう し

阿部　 佑  香  （佳　史・芳　江） 母　畑
ゆう か

西牧　 穂夏  （厚　雄・優　子） 立ヶ岡
ほ の か

山田　 凌  子  （英　司・克　枝） 王子平
りょう こ

矢吹　 優  醐  （博　孝・幸　子） 塩ノ平
ゆう ご

矢吹　 瞭  磨  （博　孝・幸　子） 塩ノ平
りょう ま

石 川 町 9 ～ 1 0 月 の 主 な 予 定

9月 ●September

ひらた中央病院

ひらた中央病院
保健センター
保健センター

勤労青少年ホーム

ひらた中央病院
ひらた中央病院
老人福祉センター

保健センター
保健センター

在宅当番医
敬老の日
在宅当番医
すくすく教室 （９：３０～）
離乳食教室 （９：１５～）
秋の全国交通安全運動
ねんきん相談
（郡山社会福祉事務所） （１０：００～）

秋分の日
在宅当番医
在宅当番医
心配ごと相談 （１０：００～）

１歳児健診 （９：３０～）
３歳児健診 （１３：００～）

�
�
�
�

�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�

15
16
17
18

19
20
21

22
23

24
25
26
27
28
29
30

10月 ●October
添田医院

町民グラウンド
ひらた中央病院

ひらた中央病院
クリスタルロード
老人福祉センター

保健センター
保健センター

在宅当番医

十五夜
小学生駅伝競争大会
在宅当番医
体育の日
在宅当番医
交通安全・防犯鼓笛隊パレード
心配ごと相談 （１０：００～）
全国地域安全運動
ひまわり教室・２歳児教室 （９：３０～）
３～４ヶ月児健診・ＢＣＧ （１３：００～）

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�

�
�
�
�

1
2
3
4
5
6
　7
8
9

10

11

12
13
14
15

　 新　 郎　 新　 婦 （ 出 身 地 ）　

太楽　勝博（板　橋）・石井　由美（玉川村）
永井　孝廣（須賀川市）・永山　千絵（曲　木）
大串　孝則（双　里）・穂積　梨香（石　塚）
小湊　康成（谷　地）・彌元　珠実（千葉県）

住 所　 氏　 名　

 添　田　ミ　ツ 北山形
 矢　内　次　男 下　泉
 関　根　タイ子 新　町
 郷　　　美津子 大字新屋敷
 永　沼　ミ　チ 湯郷渡
 鈴　木　昭　壽 母　畑
 大和田　輝　子 双　里
 増　子　ヨ　シ 南山形
 鈴　木　ク　ニ 双　里
 佐　藤　光　一 中　野
 渡　辺　忠　喜 母　畑
 板　橋　勝　徳 板　橋



編集後記
　今から２５年前、夏休みの小学生
は自転車に乗って川へ出かけまし
た。川には、至る所に子どもそし
て大人の目がありました。竹と糸、
クギを曲げた針にミミズをつける
だけの釣り、危険！と書かれた看板
を背に泳ぐスリル…「知っている者」
が「知らない者」に教える、生きる
ための工夫、命の重さ…。 
汚い・危険・近寄るな！現在、子ども
達だけで川に近づくことは禁止さ
れています。それでも川は今日も
流れます。　　　　　（吉田知克） 

　日本全国の海岸の崖地に生育するほか、土
手などに普通にみられる。地下には２から３セ
ンチの卵球形の鱗茎が有り、食べられる。 

（写真提供／関根政信さん） 

　文化幼稚園に通う鈴木頼（らい）くん、唯（ゆい）ち
ゃん、祖父の英夫さん、祖母の美智子さんです。 

表紙の 登場人物 

編集と発行　福島県石川郡石川町役場総務課　TEL（0247）26-2112　FAX（0247）26-0360 
��� �����		
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ツルボ（ユリ科） 町の人口

18,674人（△12） 

（  ）内前月比 

●8月1日現在住民基本台帳● 

男 
女 

世帯数 

9,126人（△  7） 
9,548人（△  5） 
5,679戸（＋   4） 

矢吹 彩香さん

3年 
根本 淳平さん

5年 

第234回

中谷第一
小学校

【施設紹介】飛鳥川を見下ろす緑豊かな高台に建つ
校舎で、７７人の子どもたちが「思いやる子ども・進ん
で学ぶ子ども・きたえる子ども」を目標に、いきいきと
活動しています。 

町民憲章
1.自然と文化を愛し 
　　　　　　　豊かな町をつくりましょう 
1.親切と勤労をむねとし 
　　　　　　　住みよい町をつくりましょう 
1.歴史と未来をみつめ 
　　　　　　　誇りある町をつくりましょう 

「りゅうにのったよ」

　やさしいりゅうにのって海にとん
でいきました。先頭にうさぎとすわ
っているのが私です。りゅうも喜んで、
炎をふいています。 
 

「おおきなタブの木」

　水に沈んでしまう村から、タブの
木をみんなで運ぶ様子を描きました。
木の枝をていねいにかくところを
がんばりました。 

じゅんぺい あや  か
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